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うまもん

真剣に、精一杯、子供が頑張った２学期でした

一つ一つのことを、熱心に、ていねいにする。

勉強。遊び。先生や友達との対話。まかされた仕事

…。そうすることで、落ち着いた人としての構えや、

学力、人間関係も確かに培われます。

ぶんちゃん

振り返り下学年を気づかう姿。 靴が揃うことは心を整えること。 定規で線を引く。丁寧な文字。姿勢。
基本中の基本です。

２年
パンジー

田植えや稲刈りなど、まやしもっ子農園を助けていただい
た方をお招きし、音楽発表会の曲を演奏しました。皆さん、
大変喜んでくださいました。涙を流して感激してくださっ
た方の姿などに、子供も心打たれていました。

ありがとう、
という気持ち
が、演奏を通
じて伝わった
んだね。
とってもうれ
しかったね！

卒業式や入学式を飾るパ
ンジーやチューリップ。
低学年の子供たちが、大
切に植えました。
みんなで祝うということ
は、学校が喜びで一つに
なるということです。こ
ういった機会に、思いや
りや集団を大切にする気
持ちを育んでいます。

４年生の総合的な学習の時間では、福
祉の勉強の一環として、認知症サポー
ター小学生養成講座(左)を受講しまし
た。受講終了時には認定カード(右)を
受け取りました。多様な立場の人を理
解することは、世の中全体の幸せにつ
ながる大切なことだと考えています。

調べたことを書いてまとめる学習などで使われるタブレット。体育でも、運動の特徴やポイントを
調べて、自分の動きに利活用し、効果的な練習に活かすなどもしています。タブレットは、この冬
も持ち帰りを行います。宿題等に使用する中で、いっそう慣れて欲しいと願っています。

異年齢の人と遊ぶ活動もあります。この日
は、全校で「けいどろ」をしました。学校
みんなですると、楽しさで学校が一つにな
りました。「またやりたい！」との声が、
低学年だけでなく大きい子からも聞こえて
きて、温かいつながりの育ちを感じました。

馬屋下小の特色の一つである縦割り活動。年齢の違う人たちとグループを作り掃除をします。大き
い人と掃除をすると、良い態度ややり方を教えてもらえたり、うまくできたことをほめてもらえた
りします。つながりも深まるとともに、下の子への思いやりも育まれる、とても大切な活動です。

あわただしい時代だからこそ、ていねいにすることの大切さを身につけさせたいと感じます。挨拶、

道の歩き方一つとっても同じことです。どうすることがいいことなのか、子供に気づかせながら育

てていきたいと思います。今年もお世話になりました。来年もよろしくお願いいたします。

会の運営や、お礼のお
米の準備など、5年生が
がんばってくれました。

１年
チューリップ

縦割り
そうじ

縦割り
遊び


